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  Cluster 1 (Mechanical System Engineering)日本の未来を支えるもの作りに挑戦

学びながら得意分野を伸ばすうちに見えてくる未来

□製造業
●重工･鉄鋼･造船
三菱重工株式会社／株式会社IHI／川崎重工株式会社
／JFEスチール株式会社／株式会社日本製鋼所／日立
造船株式会社／三井造船株式会社
●輸送機械器具
スズキ自動車株式会社／ダイハツ工業株式会社／トヨ
タ自動車株式会社／本田技研工業株式会社／マツダ
自動車株式会社／三菱自動車工業株式会社／日野自
動車株式会社／株式会社ブリヂストン／ヤマハ発動機
株式会社
●一般機械器具
株式会社小松製作所／ヤンマー株式会社／コベルコ建
機株式会社／日立建機株式会社／バブコック日立株式
会社／井関農機株式会社／TOTO株式会社／リョービ
株式会社／ヤマザキマザック株式会社／株式会社熊平
製作所／三浦工業株式会社
●電機･情報通信機械器具
株式会社東芝／三菱電機株式会社／株式会社リコー
●その他
旭化成株式会社／株式会社クラレ／三菱レイヨン株式
会社／三菱化学株式会社／出光興産株式会社／大日
本印刷株式会社
□電力業
中国電力株式会社／四国電力株式会社／住友共同電
力株式会社
□運輸業
西日本旅客鉄道株式会社
□その他
宇宙航空研究機構

福谷　和之さん

将来の進路

OB & OG VOICE !

製造業を中心に高就職率を実現
知識と実践力を備えた人材は，
各企業から高い評価を得ています
　卒業生の約7割が，大学院へ進学しています。学部卒業生の就職先は，重工･鉄鋼･造船関係の企業，一般
･産業機械メーカーや自動車メーカーなどもの作りに携わる企業が主流ですが，電気，情報通信機器化学工業と
いった幅広い業種への就職の道も開かれています。第一類で機械システム工学を系統的に学んだ卒業生たち
は，エンジニアや研究者としてさまざまな領域でグローバルな活躍をみせています。

自分の適性・能力を考慮して
第一類を選択
　地元から近いこと，そして自分の適性・能力を活
かせる分野だと考え，第一類を選びました。大学時
代は，「耐摩耗性に優れた窒化層の生成」をテーマ
に，アルミダイキャスト型の耐摩耗性を向上させるた
めには，どのような表面処理が適しているかを研究。
表面処理に時間を要するため，被膜の評価とどの
特性がダイキャストの摩耗に効果的か，までは実施
できましたが，1年間の研究では成果を出すのに限
界を感じました。

携わった仕事が
製品として誕生する喜びを実感
　これら第一類で学んだことを活かしたく，マツダ株
式会社に入社し，設計と製造を経験。設計の部署
では，自分の描いた図面が製品化され，実際に街
を走っているのを見た時に仕事の喜びを感じました。
製造の部署では，自分が携わった業務が製品に反
映され，精度の高い車が完成した際の充実感が大
きかったです。狙い通りの成果が出ないことや，製
品に対する理想と現実のギャップなどもありますが，

それらを含め，“モノづくり”の醍醐味だと受け止めて
います。

学びながら得意分野を
熟考するという選択肢
　学生時代，“モノづくり”という仕事は，自分の業
務を淡 と々こなすイメージがありましたが，実際に社
会に出て感じるのは，どの部署も人とのつながりが
重要であること。多くの人間が関わり，対話しながら
一つのカタチにしていくことこそ“モノづくり”だと思い
ます。これまでは，金属材料や溶接，機械加工など
車体領域に特化した仕事を行ってきました。今後は，
塗装や装備部品なども把握して，車をトータルで考
えられるマルチエンジニアを目指します。

マツダ株式会社
本社工場　車体製造部　第2車体課

第一類　生産システム工学課程　2007年度卒業
山口県立徳山高等学校卒業

研究室紹介

Close-Up! Laboratory

　機械と人間とのベストな関係作りをコンセプトに，次世代エネルギーや環境問題を考慮し，専門的な研究フィー
ルドを形成しています。機械の材料に関する工学を始めとして，熱工学や気体力学といったエネルギー工学，設計
工学など，各研究室では，これからの機械システム工学をリードする最先端の研究を実践しています。

衝突の安全性を材料が持つ優れた特性で確保する
　自動車や航空機などの
輸送を目的とした大型構造
物は，生活に不可欠なも
のとなっています。近年，
これらの大型化，高速移
動化，運行スケジュールの
過密化によって，衝突の
危険性が高まってきました。
　そこで，安全性確保の
ため，衝撃により荷重を受
ける際の構造物やそれを
構成する材料自体の強
度，衝撃エネルギー吸収
特性を高める研究を行って
います。

多彩な発想とチームワークで爆発研究の世界一に
　広い意味で反応性を有する高速流動現象が研究対象です。デトネーショ
ンと呼ばれている化学燃焼と超高密度プラズマにおける核融合燃焼とが現
在の主要なトピックス
です。
　デトネーションに関
しては，この現象の
応用研究を進めると
ともに，レーザーを使っ
て点火する技術の研
究も進めています。
　核融合燃焼に関し
ては，数値計算を利
用し，新しいプラズマ
加熱法を中心に研究
を進めています。

（順不同）

主な就職先（大学院含む）

噴霧制御技術と流体数値シミュレーション技術

西田　恵哉流体工学研究室
郭　　　敏

教　授

特任
助教

尾形　陽一

機械システム工学

准教授

　エンジンの高効率・低エミッション化を目指し，液体燃料の噴射と微粉化，
燃料噴霧の蒸発と混合気形成過程をレーザー計測や高速度撮影で解析，
燃料制御のための噴射技術を開発します。
　また水中推
進機械などの
流動現象を，
流れ場と構造
体の連成計
算が可能な流
体数値シミュ
レーションによ
り解析，機器
の高性能化
の研究を進め
ます。

液体容器を用いた制振装置転がり軸受振動と異常診断

非線形振動に関する実験装置

機械振動・音の発生の解明から低減へ
　自動車や航空機などの輸送機械，電化製品などを設計する際，性能・
耐久性，および快
適な環境が要求さ
れます。そのために
は，機械に発生す
る振動や音をできる
限り小さく抑えなけ
ればなりません。本
研究室では，振動
や音がなぜ発生す
るのかを解明し，そ
の研究成果を活か
して，高性能で快適
な機械の実現を目
指しています。

高減速特殊遊星歯車装置の開発特殊歯形歯車の研究 高減速特殊遊星歯車装置の開発

運動を滑らかに，正確に伝える
　各種歯車や軸･軸受，ベルト，チェーンなどの機械要素に関する研究を行っ
ています。特に，運動や動力を伝達する動力伝達要素としての歯車や摩擦伝
動装置などに的を絞り，それらの強度や耐久性，振動･騒音，動力伝達効率，
運動と動力をいかに滑らかに伝えるかという回転性能などの問題について，コ
ンピュータシミュレーションによる理論的研究や実験的研究を行っています。

材料力学研究室
機械システム工学

池田　　隆機械力学研究室
原田　祐志

教　授

助　教

関口　泰久 准教授

機械システム工学

永村　和照 教　授

池条　淸隆 助　教

機械設計システム研究室
機械システム工学

遠藤　琢磨 教　授

城﨑　知至 准教授

反応気体力学研究室
機械システム工学

岩本　　剛 准教授

業種別就職状況

※2014年3月現在

進学：70.4%

建設業：1.9%

教育・学習支援業：0.9%
公務員：0.9%

学術研究専門・
技術サービス業：0.9%

その他：2.8%

専修学校・外国の
学校等入学：1.9%

製造業：17.6%
電気・ガス・熱供給・

水道業：2.8%
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将来の進路
多領域にわたる知識と技術力が認められ，
ほぼ100％の就職率を誇ります
大学院進学者が多いのも特徴です
　第二類の卒業生の約8割が，大学院へ進学します。就職希望の学生に対する就職率は，ほぼ100％。毎年
150人程度の就職を希望する学生に対して，700社以上の企業から求人があります。業種は，電気･電子･半導
体を中心として，機械･化学･建設関連まで多種多様です。電気･電子･システム･情報の知識，そして最先端技
術を学んだ学生たちには，広い分野からさまざまな職種の求人が寄せられています。

大学時代に磨いたコミュニケーション力を今も活かして

佐古　あかりさん

OB & OG VOICE !

大学入学後,
コミュニケーション力を身につける
　広島大学を選んだ理由は，あまり人とのコミュニ
ケーションが得意ではなかったので，新入生をフォ
ローする制度を取り入れている点が魅力でした。勉
強だけでなく，プライベートなことも先生や仲間に気
軽に相談できます。入学後は，広島大学消費生活
協同組合組織部OZに所属。イベントの開催や冊
子の発行などに関わり，受験生や新入生とふれ合う
機会も多かったです。これらの経験により，入学当
初よりコミュニケーション力が身についたと感じます。

「知識は持っている」という前提で
新しいモノづくりがスタート
　現在は，株式会社富士通システムズ・ウエストで，
システムエンジニアとして勤務しています。クライア
ントはさまざまで，一つひとつの企業に最適なシステ
ムを完成させなければならず，チームで動いているた
め，コミュニケーションが重要になってきます。システ
ム導入の目的や仕様，要望など聞き取った上で，
新しいモノづくりに取り組みますが，専門知識があ
るのは当たり前で，そこから新しい仕組みを考え，構
築していくことの大切さを痛感しています。

良きお手本となり,
周りをリードしていきたい
　やりがいを感じるのは「この仕事は佐古に任せた
い」という言葉をいただいた時です。特に，普段は
厳しく，あまり誉めることのない上司からそういう言葉
をもらえた時は，本当に「がんばろう！」と思えます。後
輩も増えてきたので，見本となる先輩として周りを
引っ張っていかなくては，と自覚もある反面，「そろそ
ろ独り立ちかな？」と言われると不安も感じます。幸
い，この人のようになりたい，と思える先輩が身近
にいるので，少しでも近づけるよう努力していきたい
です。

株式会社 富士通システムズ・ウエスト

第二類　情報工学課程　2008年度卒業
岡山県立津山高等学校出身

研究室紹介

Close-Up! Laboratory

　コンピュータの応用分野は，パソコンだけではなく，各種ロボット，医療機器，自動車やライフラインの制御など
多岐にわたります。電気，電子，システム，情報分野に対応する各研究室では，コンピュータを主としたシステムや
情報管理，解析や統計といった理論などを専門的に追求し，情報ネットワーク時代の担い手となるスペシャリストを
育成します。

□製造業
●一般機械器具
三菱重工業株式会社／大日本スクリーン製造株式会社／コベ
ルコ建機株式会社／株式会社IHI／富士重工業株式会社／テ
ルモ株式会社
●電気･情報通信機械器具
富士通株式会社／三菱電機株式会社／シャープ株式会社／
株式会社日立製作所／日本電気株式会社／パナソニック株式
会社／株式会社東芝／ソニー株式会社／株式会社デンソー／
株式会社リコー／日本IBM株式会社／グローリー株式会社／株
式会社沖データ／富士電機株式会社
●電子部品･デバイス
オムロン株式会社／株式会社村田製作所／ローム株式会社／
浜松ホトニクス株式会社／京セラ株式会社／カシオ計算機株式
会社
●輸送機械器具
マツダ株式会社／スズキ株式会社／本田技研工業株式会社／
トヨタ自動車株式会社／三菱自動車株式会社／西日本旅客鉄
道株式会社／ダイハツ工業株式会社
●その他
住友電気工業株式会社／富士フィルム株式会社／ＪＦＥスチ
ール株式会社／旭化成グループ／旭硝子株式会社／テルモ
株式会社／三菱化学株式会社／帝人株式会社／住友化学
株式会社
□電力事業
中国電力株式会社／九州電力株式会社／四国電力株式会
社／関西電力株式会社／中部電力株式会社／東京電力株
式会社
□情報通信業
株式会社NTTドコモ／西日本電信電話株式会社／株式会社
ハイエレコン／ヤフージャパン株式会社／株式会社富士通シス
テムズ・ウエスト／株式会社日立システムズ／ソフトバンクグル
ープ
□その他のサービス業
株式会社野村総合研究所／株式会社日建設計／楽天株式
会社
□公務員
広島市／姫路市／岡山市／中国財務局

やわらかな計算を用いて，人に優しい問題解決法を探る！ 人と組織の意思決定の解析的・実証的研究
　考え方が多様化し，問題が複雑化した現代社会では，それらを考慮した解
決法が望まれています。そこで，厳密に解くという従来のハードコンピューティ
ングよりも，柔軟な
問題解決のための
ソフトコンピューティ
ングが実用的であ
ると考えられます。
　当研究室では，
ファジィ，ニューロ，
遺伝的アルゴリズ
ムなどのソフトコン
ピューティング技術
に基づく人に優しい
解決法を開発して
います。

　社会情報学研究室では，個人や組織などの意思決定主体間の均衡
や合意に関するゲーム理論に基づく解析的研究や，多属性効用分析な
どの意思決定手
法の開発，人工
適応型エージェン
トを用いたシミュ
レーション，被験
者実験による実
証的研究などを
中 心 に 研 究を
行っています。さ
らに，電力自由化
を考慮した電力市
場に関する研究
も行っています。

制御システムと信号処理システムの高機能化に関する研究
　私たちが使用している携帯電話や音楽プレーヤー，家電製品や自動
車などはコンピュータによって高機能化され，日進月歩で使いやすくなって

います。これは，制
御や信号処理の理
論と，技術のめざま
しい進展によるもの
です。
　システム制御論
研究室では，メカト
ロニクスシステムや
情報通信システムな
どにおける制御系設
計と信号処理の高
機能化を目指して研
究を行っています。

人と地球に優しい生産システムを目指して
　生産システム工学研究室では，生活を支えているさまざまな製品やサー
ビスを生産する企業の経営者，そこで働く人々，さらには消費者までそれぞ
れの視点から，
私たちにとって優
しい生産システム
の仕組み，計画
や管理の方法を
検討しています。
　また，地球へ
の負荷を減らす
ことで，地球に
優しいリサイクル
生産システムに
ついても研究し
ています。

電力の超巨大システムを研究，開発！
　電気はライフラインの一
つとして，現代社会に不可
欠な存在です。電気を作り，
送り，配る「電力システム」
は，人間が作り上げた最大
級のシステムです。
  本研究室では，次世代に
向けて「スマートグリッド」の
構築をターゲットに，大規
模･複雑な電力システムを
いかに安全･安定･効率的
に運用するかについて，電
力会社などと協力しながら
最新技術を研究開発して
います。

人を助け，人と融合する機械システムの実現を目指して
　進化のプロセスを
通じて自然界に育ま
れた生体には，現在
のロボットや機械に
はとてもまねできない
高度な機能が備わっ
ています。
　本研究室では，
生体の運動能力や
学習能力に注目し，
その仕組みを電気電
子工学･システム工
学･情報工学の観
点から解明し，生き物の仕組みにヒントを得た新しい福祉機器やロボット，医
療機器，自動車などの産業機器の開発を行っています。

Cluster 2 (Electrical， Computer and Systems Engineering)

（順不同）

主な就職先（大学院含む）

情報社会を支える技術や知識を追求する

准教授

助　教

システム最適化論研究室
システム基礎

片桐　英樹

松井　　猛

電力・エネルギー
工学研究室

佐々木　豊

教　授

助　教

造賀　芳文

サイバネティクス応用

准教授

山本　　透

中本　昌由

教　授 大野　修一　

サイバネティクス応用

准教授システム制御論
研究室

餘利野直人 生体システム論
研究室

教　授 栗田　雄一

サイバネティクス応用

准教授辻　　敏夫

助　教曽　　　智

社会情報学
研究室

教　授 林田　智弘

システム基礎

助　教西﨑　一郎
特任
助教関崎　真也

生産システム工学
研究室

教　授 森川　克己

システム基礎

准教授髙橋　勝彦

助　教長沢　敬祐 助　教

業種別就職状況

※2014年3月現在

電気・ガス・熱供給・
水道業：1.5%

公務員：2.2%
製造業：5.9%

情報通信業：6.6%

教育・学習支援業：0.7%
その他：0.7%

進学：82.4%



ナノサイズ粒子の表面付着による
汚染の機構解明
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Cluster 3 (Chemistry， Biotechnology and Process Engineering)

巨大な化学プラントに込めるエンジニアとしての思い

田中　潤平さん

将来の進路

OB & OG VOICE !

約8割の学生が大学院へ進学
就職は，製造業を中心に広い分野の業種へ
企業の未来を担う人材として活躍しています
　化学系卒業生の就職先は，化学，材料，システム製品，医薬，繊維，自動車，電気･電子など。バイオ系の
卒業生は，主に製薬，食品，化学などの業界へ。プロセス系の卒業生は，化学産業だけではなく，医薬･食品，
電気･電子，機械，金属，情報など，さまざまな領域の企業に就職しています。約8割の学生が，さらに高度な教
育を受けるため大学院に進学し，各専門分野の研究を行っています。

工業化に向けて
プロセスの開発と改良を実施
　大学院を修了後，三井化学株式会社 生産技術
研究所でプロセスエンジニアとして働いています。こ
こでは，高分子材料，特に機能性ポリオレフィンの
生産技術に関わる研究開発に携わっています。実
験室レベルの研究結果を工業的に実現させるため
の橋渡しとして，主に「パイロットプラント」と呼ばれる
試験設備を用いて，既存のプロセスの改良や，新
規プロセスの開発を行っています。

大学で学んだ理論や考え方が
今も役立つ
　化学プラントには，細部に渡りプロセスを選定する
に至った理由があり，そこには開発に携わった技術者
の思いが込められています。自分のアイデアを巨大な
化学プラントに反映できた時の大きな喜びと達成感
が，プロセス開発の醍醐味と言えます。現在，プロセ
スエンジニアとして業務を遂行する上で，大学で学ん
だ化学工学の理論や考え方が，種々の課題に直面

した際の技術的指針として大いに役立っています。

自由な議論の中で、アイデアをカタチに
　在学中，研究を通して，指導教官や研究室のメ
ンバーと自由闊達に議論しながらアイデアを形にし
ていく過程の中に，楽しさを感じていました。仮説を
支持する実験データが得られた時は，小さな前進が
素直に嬉しかったです。大学での講義や研究を有
意義にするかどうかは本人次第です。単位を取るた
めの義務的な作業ではなく，知的好奇心を刺激す
る学びの場と捉えれば，得られる経験はきっと違っ
たものになるでしょう。

三井化学株式会社　生産技術研究所 ポリマープロセスグループ
主席研究員

大学院工学研究科：物質化学システム専攻　博士前期課程　2004年度修了
兵庫県立長田高等学校出身

研究室紹介

Close-Up! Laboratory

　化学，バイオ，プロセスの3つの分野に関する学問，技術を探求する第三類。日々高まる現代社会の要請に応
えるため，各研究室では，新しい機能性物質や材料の開発，動植物の細胞や菌を利用したバイオテクノロジー，
遺伝子工学，資源･エネルギーの有効利用や地球環境の保全など，幅広い領域で個性的な研究を進めています。

ナノサイズ粒子の表面付着による
汚染の機構解明

装置･材料の
劣化再現試験装置

エネルギー，安全，環境に優しく，役に立つ機能性材料の開発

薄膜 ナノ粒子

ナノファイバー バイオ材料

　ナノテクノロジーは21世紀を担う基幹技術として，我々の生活の目に見えな
い場所で活躍しています。ナノメートルは1メートルの10億分の1の大きさです。

　当研究室では，最
先端の技術を用いて，
環境，安全，エネルギー
問題に配慮した機能
的な薄膜，ナノ粒子，
ナノファイバー，バイオ
材料等の合成を行なっ
ています。
　LED材料・太陽電
池・航空機・電気電
子・自動車・化粧品・
医薬品等への応用を
目指しています。

超臨界流体 ～溶媒としての高圧流体の利用～
　液体や気体（流体）の性質は物質ごとに大きく異なり，また，同じ物質で
も温度や圧力によって，まったく違う性質を持ちます。
　私たちは，流体の特性を正確に計測する技術の開発，熱力学法則に基
づくモデル式の構
築，超臨界流体と
呼ばれる液体と気
体両方の性質を持
つ流体を利用した
環境に優しい新しい
化学プロセスの開
発を目指していま
す。

身近な物質形態，高分子ゲルを高度な機能性材料に!
　体や食品の多く
は水を含んだ高分
子ネットワークという
物質形態（ゲル）か
ら成り立っています。
　当研究室では，
高分子ゲルに工夫
を加えて，高度な
機能性材料を創る
とともに，これらを
利用して，分子認
識機能を持つ感温
性ゲルによる重金属の分離，高分子ゲル型ＤＮＡチップの開発，ゲル中の
ナノ空間での蛍光半導体ナノ粒子の合成など，新しい反応･分離手法の
研究を行っています。

水をきれいにする膜，水素を作る膜!
　物質の分離は，化学･半導体産業などすべての工業プロセスで重要な
役割を果たし，廃水処理のような環境問題においてもキーテクノロジーと
なっています。
　私たちは，分子混合物を大きさや相互作用を利用して分離できる膜に注目し
ています。これまでに，
シリカネットワーク構
造をオングストローム
レベルで制御するこ
とで，2.9Åの水素と
3.6Åの窒素を1000
倍以上分離できる多
孔質膜の開発に成
功しています。

微粒子操作技術がひらく製造，環境技術へ挑戦!
　掃除機にも使わ
れているサイクロン
や遠心分離機な
ど，微粒子や粉体
を取り扱う装置の
開発･改良を中心
に，製造プロセス
や環境プロセスに
関する研究を行っ
ています。
　具体的には，ナ
ノ粒子を大きさごと

に大量に正確に分離する装置やナノスケールの有害な煤塵を捕集する装置
の高性能化について研究するとともに，技術を応用して，廃棄物を吸着剤や
燃料電池へと再資源化する研究も行っています。

技術と安心を支える，汚染・劣化への対策について
　豊かな生活，省エネルギー，環境保全を支える，ナノスケール材料の製造，
大規模化学プラントや発電所におけるハイテク技術では，わずかな汚れ･ダ
メージによって，もの作り･エネルギー作りが邪魔され，また，事故が生じて安
全が脅かされる恐れがあります。
　私たちは，
装置･材料の
表面や内部で
起こる汚染･
劣化現象の
解明と防止策
の開 発によ
り，安心でき
る技術への貢
献を目指して
います。

超臨界二酸化炭素によって
微細発泡させたポリスチレン
の電子顕微鏡写真

シリカ膜における水素（白）と
窒素（緑）の透過の様子

□製造業
●化学工業
住友化学株式会社／三菱化学株式会社／三井化学株
式会社／株式会社カネカ／昭和電工株式会社／東ソー
株式会社／日立化成工業株式会社／旭化成株式会社
／株式会社クラレ／ダイキン工業株式会社／株式会社ト
クヤマ／日油株式会社／広栄化学工業株式会社／住友
ベークライト株式会社／株式会社日本触媒／日東電工株
式会社／株式会社ダイセル化学工業／宇部興産株式会
社／中国塗料株式会社／大日本印刷株式会社
●繊維･紙製品
東レ株式会社／三菱レイヨン株式会社／東洋紡績株式
会社
●石油･石炭製品
出光興産株式会社／株式会社ブリヂストン／住友ゴム工
業株式会社／旭硝子株式会社
●非鉄金属･金属製品
住友金属鉱山株式会社／三井金属鉱業株式会社／戸
田工業株式会社
●電気機器
シャープ株式会社／パナソニック株式会社／株式会社村
田製作所／富士ゼロックス株式会社
●医薬品
小野薬品工業株式会社／富士製薬株式会社
●食品
サントリー株式会社／丸大食品株式会社／カルビー株式
会社／株式会社ミツカン／カルピス株式会社／サンヨー
フーズ株式会社／中国醸造株式会社／株式会社日清製
粉グループ
●その他
マツダ株式会社／本田技研工業株式会社／JFEスチール
株式会社／株式会社コーセー／株式会社マンダム／ポー
ラ化成工業株式会社／サンスター技研株式会社／太平
洋セメント株式会社／ミズノ株式会社／NECエンジニアリ
ング株式会社

（順不同）

主な就職先（大学院含む）

材料･環境･バイオに貢献する先端化学技術を学ぶ

滝嶌　繁樹高圧流体物性研究室 教　授 准教授

化学工学

木原　伸一

春木　将司 助　教

矢吹　彰広熱流体材料工学
研究室

教　授 准教授

化学工学

荻　　　崇
RATNA
BALGIS 助　教

都留　稔了分離工学研究室 教　授 准教授

化学工学

吉岡　朋久

金指　正言 助　教

装置材料工学研究室
久保　　優

教　授

助　教

礒本　良則

津村　敏則化学工学

准教授

助　手

島田　　学業種別就職状況

※2014年3月現在

進学：87.8%

卸売・小売業：0.8%
公務員：1.6%

学術研究専門・
技術サービス業：0.8%

専修学校・外国の
学校等入学：3.3%

製造業：3.3%

その他：2.4%

准教授

助　教

高分子工学研究室
化学工学

飯澤　孝司

後藤　健彦

教　授

助　教

微粒子工学研究室
化学工学

吉田　英人

深澤　智典
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Cluster 4 (Social and Environmental Engineering)

自分が関わった仕事が残ることの喜びがやりがいへ

竹中　瞳さん

将来の進路

（順不同）

OB & OG VOICE !

県民の安全を支えるために道路や河川
などを維持管理
　生まれ育った広島が大好きで，地元をよりよくす
るために貢献したいと考え，広島県庁への入庁を
決めました。現在は，県民の皆さんの生活を支え
る道路や河川などを維持管理する部署に勤めてい
ます。地元の方からの要望や施設点検結果などを
基に選定した補修箇所の工事，ガードレールや道
路照明，植栽などの維持管理が主な業務です。
デスクワークもありますが，やはり現場に出向くこと
が多く，作業着にヘルメット，長靴という装備で日々
奮闘しています。

安心して自分に任せてもらえるような強
みを持つ職員になりたい
　地元の方々からの問い合わせなど県民の皆さんと
直接関わるケースも多く，すぐに回答できなかったり
すると，勉強不足を痛感させられます。反面，喜び
の声も直接聞くことができ，仕事のやりがいを感じる
ことも多々あります。今後は「これは竹中に任せれば
大丈夫！」と言っていただけるような，頼れる職員にな
ることが目標です。

のびのび勉強に打ち込める環境が広島
大学の魅力
　地元志向の私にとって，広島大学に進学するこ
とはごく自然の成り行きでした。第四類を選択したの
は，自分が手がけたモノが残る仕事に就きたいと考
えたからです。広島大学は，広大な敷地の中での
びのびと勉強しながら大学生活を楽しめる数少ない
大学だと思います。第四類は，建築・輸送・社会
基盤とプログラムが分かれており，自分の目指した
い分野が見つけられるよう授業が用意されているの
も魅力です。

広島県西部建設事務所東広島支所
維持課　維持第二係

第四類　社会基盤環境工学課程　2011年度卒業
広島県立呉三津田高等学校出身

研究室紹介

Close-Up! Laboratory

　生活環境の計画や設計，建設，維持管理などに携わる高度な専門知識を身に付けた人材を養成する第四類の研
究室。橋梁，道路，ライフラインなどの構築法を学ぶ建設構造工学，輸送機器や物流システムに関する各種工学，
環境問題に挑む技術開発を行う地球環境工学，建築構造学や建築計画学など，バラエティに富んだゼミを有してい
ます。

環境に対する知識を兼ね備えた
エンジニアが求められる現代社会
建設業界以外でもそのニーズが急増しています
　卒業後の進路には，大学院進学のほか，多業種の就職先があります。社会基盤環境プログラムでは，公務員，
道路･鉄道･運輸，電力，建設，重工･橋梁，コンサルタントなど。輸送機器環境工学プログラムは，自動車関連，
重工･鉄鋼･船舶，エンジニアリング･精密機器，コンピュータ･情報システム，交通･運輸，コンサルタントなど。
建築プログラムでは，総合建設業，設計事務所，住宅産業などへの就職が主流です。

豊島大橋の見学

君も安全で快適な空間構造物を創出してみないか!
　橋梁などの構造物を
デザインし，安全かつ
快適に末永く使用する
ために必要な設計法
や維持管理技術，鋼・
コンクリート・その他の
材料を活用した複合化
技術や実構造物への
応用，自然災害に対
する防災技術や災害
復旧技術の開発につ
いて研究しています。
　基礎から応用までの力学理論やコンピュータによる複雑かつ高精度なシ
ミュレーション解析，大型構造物載荷実験などを駆使して，自然に優しい快
適な生活空間の創造を目指しています。

一緒に研究しよう！ 人類の叡知 ～コンクリート構造物～
　古代ローマの水道橋やコロッセオの建設以来，コンクリートは進化し続け，
今では大規模橋梁などの社会基盤を形成する基幹建設材料になっていま
す。当研究室の基
幹テーマは，安全･
安心，環境をキー
ワードに①超長寿命
コンクリートの開発･
構造解析･設計法の
確立②既存コンク
リート構造物の劣化
原因･健全度の解明
と補修技術③コンク
リート構造物の環境
負荷評価とリサイク
ルの3つです。

地盤を調べて災害に備える
　私たちの生活を支えている
地盤は，ときとして大災害の
原因にもなります。写真は，
新しい調査･解析技術である
「軽量動的コーン貫入試験」
を用いて土砂災害危険渓流
を調査している様子を撮影し
たものです。
　この調査結果をもとに，大
地震や豪雨が来襲したとき
の危険度を判定します。また，
本技術を高速道路盛土や河
川堤防の安全性評価に適
用するための研究も行ってい
ます。

エコ・バイオテクノロジーで環境問題に挑む

社会基盤が支える持続可能な都市，地域づくり
　この研究室では，地球環境の利活用や社会資本整備計画に必要な調
査・予測・評価手法の開発を行っています。主な研究テーマは，利用者や
企業の関係を経済
学的に捉えた政策
評価や，産業エコロ
ジーの考え方と環境
システム工学アプ
ローチを踏まえた地
球環境対策の導
出，ならびに社会的
な受容性の高い地
域交通計画立案の
ためのテキスト統計
解析手法の開発な
どです。

　世界には安全な飲み水を享受できない人々が数十億人います。一方，固
形および液状の廃棄物は宝の山とも称され，処理と共にバイオガスやレアメ
タル・プラスチック・リンなどのエネルギー・資源回収を進める必要があります。
身のまわりには有害物が溢れ，リスク評価・管理が不可欠です。
　これらは社会基盤で扱う大切な仕事であり，生態学とバイオを融合したエコ
バイオテクノロ
ジーを用いて
環境問題を解
決する技術開
発を行ってい
ます。

安全で豊かな生活に資する河川づくりを探る
　河川は，私たちの生活や産業と共に流域の生態系を支えていますが，洪
水災害を引き起こす原因にもなります。本研究室では，洪水被害の軽減や
河川の生態環境の保全に資する技術をめざし，雨から海に至る水や物質の
流れの計測や予測手法の開発を進めています。

□建設業
株式会社大林組／鹿島建設株式会社／清水建設株式会社／
大成建設株式会社／株式会社竹中工務店／五洋建設株式会
社／戸田建設株式会社／西松建設株式会社／前田建設工業
株式会社／大和ハウス工業株式会社／積水ハウス株式会社／
住友林業株式会社／株式会社日建設計／株式会社ＮＴＴファシ
リティーズ／株式会社日本設計／東亜建設工業株式会社
□製造業
●輸送機械器具
トヨタ自動車株式会社／本田技研工業株式会社／マツダ株式
会社／スズキ株式会社／ダイハツ工業株式会社／アイシン精
機株式会社／株式会社日立製作所／三菱重工業株式会社／
川崎重工業株式会社／三井造船株式会社／ジャパンマリンユ
ナイテッド株式会社／日立造船株式会社／日揮株式会社
□電力事業
中国電力株式会社
□運輸業
東日本旅客鉄道株式会社／西日本旅客鉄道株式会社／西日
本高速道路株式会社／株式会社日立物流／東海旅客鉄道株
式会社／神原汽船株式会社
□その他のサービス業
パシフィックコンサルタンツ株式会社／株式会社建設技術研究
所／日本工営株式会社／復建調査設計株式会社／中電技術
コンサルタント株式会社／日本水工設計株式会社／中央コンサ
ルタンツ株式会社／株式会社長大／株式会社計測リサーチコ
ンサルタント／株式会社博報堂／西日本高速道路エンジニアリ
ング中国株式会社／ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会
社
□公務員
●国家公務
国土交通省／財務省／厚生労働省労働基準監督局
●地方公務
広島県／東京都／山口県／兵庫県／香川県／広島市／神戸
市／島根県／栃木県／大分県／岡山市／名古屋市／福井市
／横浜市／福岡市
●独立行政法人
都市再生機構／水資源機構／鉄道・運輸機構

主な就職先（大学院含む）

地球環境の未来を考える

河合　研至 教　授

小川由布子 助　教

藤井　　堅土木構造工学研究室
有尾　一郎

教　授

助　教

半井健一郎

構造工学

准教授

土田　　孝地盤工学研究室
A.M.R.G. 
Athapaththu

教　授

特任
助教

一井　康二

構造工学

准教授

構造材料工学研究室
構造工学

地球環境計画学研究室
環境工学

大橋　晶良環境保全工学研究室
金田一智規

教　授

助　教

尾崎　則篤

環境工学

准教授 河原　能久水工学研究室 教　授 椿　　涼太

環境工学

助　教

塚井　誠人 准教授

准教授布施　正暁

CHO THANDA
NYUNT

特任
助教

業種別就職状況

※2014年3月現在

卸売・小売業：1.4%
不動産・物品賃貸：1.4%

学術研究専門・
技術サービス業：1.4%

金融業・保険業：0.7%

その他の
サービス業：0.7%

教育・
学習支援業：0.7%

専修学校・外国の
学校等入学：2.8%
その他：5.0%

製造業：
8.5%

公務員：
7.8%

建設業：
7.1%

進学：62.4%


